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本研究の目的は, 実習な どの実践的 ・ 体験的な学習活動を通して学習者が撮り ためた写真画像を活用 し た凝縮ポート フ ォ

リ オを簡便な操作で作成でき る授業支援ツールを開発す るこ と である。 フ ァイ ルサーバに継続的に蓄積し た写真画像から , 
学習者が自己のレ ポート に必要な任意の写真画像を選択 ・ 読み込み, それら を テ ンプレ ー ト 上に配置す る こ と で簡便に凝

縮ポート フ ォリ オが作成でき るツールを開発 し , PictFolio と名付けた。 PictFolio を用いて, 中学校技術科 「材料と加工に

関す る技術」 におけ る試行的 な実践 を行 っ た。 導入題材 「 スパイ ス ラ ッ ク」 の実践において PictFolio のユ ーザ ビリ テ イ

を評価 し たと こ ろ , 88.2% の生徒が PictFolio の使いやす さ について肯定的に回答 し , 「 レポート の中で写真を好き な場所, 
大き さで貼り つけ られるこ と」 (67.6%) , 「自分で必要な写真を選択 して, 集めるこ と ができ ると こ ろ」 (61.8%) な どの

項目への評価が高かっ た。 ま た, 主題材 「sPF 1 x 4 材 を用いた自由設計課題」 の実践の結果, 92.2%の生徒が凝縮ポー

ト フ ォ リ オ作成の活動 を楽 し い と 回答 し た。 ま た, 「 レ ポー ト 作成に必要な写真の取捨選択」 す るこ と が 「情意の喚起に

対する効果」 , 「自己評価の向上」 , 「学び合い」 , 「今後の学習の方向づけ」 といった学習効果の生起に広範な影響力 を有し

ていたこ と が示唆 さ れた。 
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1 . はじ めに

本研究の目的は, 実習な どの実践的 ・ 体験的な学習活

動を通し て学習者が撮り ためた写真画像を活用 し た凝縮

ポー ト フ ォ リ オを簡便な操作で作成でき る授業支援ツー

ルを開発するこ と である。

各教科の学習指導や総合的な学習の時間等においては, 
学習者に自己の学びを振り 返らせ, 自己省察を促 し , 今

後の学習の方向づけ を行う 指導を展開するこ と が重要で

あ る。 こ のよ う な指導の形態は, 一般的にポー ト フ ォ リ

オと 呼ばれてい る。 ポー ト フ ォ リ オは, 体験的 ・ 問題解

決的学習に取り 組む実践の過程において, 生徒の努力や

進歩 , プロ セスや達成 し たこ と な どの思考 プロ セス を記

録 し た も ので あ る。 ポー ト フ ォ リ オの指導では , 「生徒

が自ら学んだこ と を振り返り , 生徒同士で学びを共有す

るこ と で , さ ら に深い学びへと つなげてい く こ と」 が期

待 さ れてい る ' )。 ま た, ポー ト フ ォ リ オの作成は大別 し

て, 授業の終了時に当該時間で学習 した内容や活動の状

況 を記録する課題ポー ト フ ォリ オ, 学習のま と まり の終

末段階においてそれまでの学習過程の資料 を編集 し , - 
連のプロ ジェ ク ト を俯瞰的に振り 返っ た凝縮ポー ト フ ォ

リ オに分け ら れる。 凝縮ポー ト フ ォ リ オの効果につい て

鈴木 (2000) は, 自己の学習活動を振り 返るこ と によ っ

て, 生徒の表現力や文章力の向上, 生徒が自分の知識を

再構築する力の向上, 興味 ・ 関心 ・ 意欲 ・ 態度の向上, 
問題解決能力や思考力, 判断力の向上, 自尊感情や自己

効力感の向上な どの効果が期待でき る と指摘 し てい る2)。 

ま た, ポー ト フ ォ リ オの指導では, 生徒が自 ら の成果物

等 を継続的に蓄積 し たり , 凝縮ポー ト フ ォ リ オを公開 し

たり する活動 を含んでい るため, ICT 活用と の親和性が

高い。 2010年に文部科学省から刊行さ れた 「教育の情報

化に関す る手引 き」 において も , 「評価 を充実 させるた

めの ICT 活用」 と し て, 「学習活動の過程や成果な どの

記録や作品 を計画的に集積 し たポー ト フ ォリ オによ る評

価のために , コ ン ピ ュ ー タ , デ ジ タ ルカ メ ラ な ど を用い
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て児童生徒の作品を記録 し たり 集積 したり するこ と がで

き る」 と 述べら れてい る 3)。
こ のよ う に , 凝縮ポー ト フ ォ リ オには多 く の実践上の

期待がな さ れてい る も のの, 小 ・ 中学校の学校現場での

実践状況は必ず し も芳 し く はない。 こ のこ と について筆

者らは, 実践的 ・ 体験的な学習活動を旨とする中学校技

術 ・ 家庭科技術分野(以下, 技術科) においてポート フ ォ

リ オ指導に対す る教員の意識実態の把握を試みた。 既報

では, 技術科の 「材料と加工に関す る技術」 (以下, 材

料加工学習) 4) におけ る 「学習記録」 の指導の実態につ

い て調査 を実施 し , その実践状況 を把握す る と と も に

「学習記録」 が課題 ポー ト フ ォ リ オと し ての機能 を果た

し ているかを検討 し た 5)。 その結果, 多 く の教員が 「学

習記録」 の重要性を認識し , 実践に取り 組んでいる実態

が把握 さ れた (実践率87.4%) 。 その内容は, プロ セス

重視 ・ 個別課題重視の教員ほど, 「学習記録」 の指導に

積極的であるが, 学習 し たこ と を振り 返らせる指導は不

十分であり , 指導に要する時間の確保に実践上の課題が

示 さ れた。 ま た, Av 機器の活用 も 試みら れてい るが, 
その台数確保は困難であり , 生徒間の相互作用や学び方

の振り 返り , 情報共有の視点が相対的に弱いこ とが示さ

れた。 さ ら に, 前報では, 「 ま と めと振り 返り」 の指導

の実態について材料加工学習に焦点を当て, 技術科担当

教員 を対象と し た調査 を実施 し た6)。 その結果, 多 く の

教員が 「まと めと振り 返り」 の指導を重要と考え , 実践

し てい る実態が把握 さ れた (実践率87.4%) 。 しかし , 
その指導内容は, 学習経験の振り 返り が中心であり , 今

後の学習を方向づける指導は十分とは言えなかった。 - 
方, 「まと めと振り 返り」 の指導における ICT 活用に対

す る ニ ーズは高いのに対 し て , 実際に ICT を活用 し て

い る教員の割合は53.6% に留ま っ ていた。 また, ICT 活

用 し てい る教員におい て も その意図はカ リ キュ ラ ムにお

け る 「情報に関する技術」 の学習 (以下, 情報学習) と

の接続であ り , 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成に対す る意識は

低い傾向が示唆 さ れた。

こ れらの結果から技術科材料加工学習におけ るポート

フ ォリ オ指導の問題点 を整理すると , ①実習指導時に確

保 で き る デ ジ タ ルカ メ ラ な どの Av 機器の台数が限ら れ

ているこ と , ②実習時に 「学習記録」 を介し た学びあい

や情報共有の視点が弱いこ と , ③ 「 ま と めと振り 返り」

の指導において今後の学習を方向づける指導が不十分で

あるこ と , ④ICT 活用に対す るニーズが情報学習 と の接

続に傾斜 し てい るこ と の 4 点 を挙げるこ と ができ る。 ま

た, このう ち④については, 材料加工学習が情報学習に

先行 し て実施さ れるため, 材料加工学習履修時の生徒の

実態 と し ては コ ン ピ ュ ータ操作 スキルが必ず し も十分で

はない こ と も危惧 さ れる。

上記の実態はあ く まで技術科の教員 を対象と し た結果
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であ るが, 同様の事情は他教科のポー ト フ ォリ オ指導に

おいても生 じ るこ と は容易に予測 さ れる。 特に, 学校現

場におけ る Av 機器の不足 や学習者の ICT 操作 スキル

の不足は慢性的であり , 写真画像を活用 し たポート フ ォ

リ オ作成の指導は期待に反 し てほと んど行われていない

のが現状である。

そこ で, 本研究では上記に把握さ れた実態に基づいて, 
限ら れた ICT 環境におい て も実践可能な形態で , 活動

中に撮り ためた写真画像を活用 し た凝縮ポー ト フ ォ リ オ

指導 を構想 し , それを支援す る ICT ツールを開発 し , 
その効果の実践的な検証を試みるこ と と し た。 

2 . 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成支援ツ ールの開発

2.1 開発のコ ンセプ ト

教員の意識調査の結果から得ら れた問題点に対処する

ために, ①毎時間の実習終了後に学習状況や理解度な ど

を生徒に書かせる 「学習記録」 の指導を行う , ②デジタ

ルカ メ ラ やタ ブ レ ッ ト 端末 を用い て , 教員又は生徒同士

が実習風景や製作過程を撮影 し , 実習時の情報共有や学

びあいを促す, ③実習題材終了後の 「まとめと振り 返り」

の学習時に, 実習中に撮影し た写真画像を使用 し た凝縮

ポート フ ォリ オを作成させ, 今後の学習の方向づけ を行

う , の 3 点の実践方略を構想するこ と とす る。 こ のよ う

な実践方略 を実現す るために, 以下の開発 コ ンセ プ ト に

即 し て ICT 支援 ツ ールを開発す る こ と と し た。 ま た, 
本ツールを PictFolio と名付け るこ と とす る。 

開発 コ ンセ プ ト

(1) 「学習記録」 など, 実習時に生徒が継時的に蓄積した

資料 を デ ジ タ ル ポー ト フ ォ リ オ と し て コ ン ピ ュ ー タ

で簡便に整理でき るこ と。

(2)実習指導時に確保でき るデジタ ルカ メ ラ等の Av 機器

が限ら れていて も , 個々の生徒が写真画像を活用 した

デ ジ タ ルポー ト フ ォ リ オが作成で き る こ と 。

(3)情報学習未履修の段階であ っ ても , 生徒が簡単な操作

で使用す るこ と ができ ると 共に, 以降の情報学習に対

する意欲の形成にも寄与 し う るこ と。

(4)課題 ポー ト フ ォ リ オを編集す るデジタ ルポー ト フ ォ リ

オ作成の観点から , 生徒が自ら必要な写真画像を収集 ・

選択 ・ 使用する機会が提供さ れるこ と。

(5)生徒の作成 し たデ ジ タ ルポー ト フ ォ リ オを , デー タ と

し て保存 ・ 管理し , 相互閲覧や共有化ができ るこ と。 

2.2 学習環境の構成と学習活動のデザイ ン

構築す る学習環境は, デジタ ルカ メ ラ と無線 LAN 内

蔵 SDHC メ モ リ ーカ ー ド , 又は タ ブ レ ッ ト 端末 と ク ラ

ウ ドサー ビス と 連携 し た写真撮影 ア プリ ケ ー シ ョ ン, パ

ソ コ ン, PictFolio で構成する (図 1 ) 。

製作実習時の場面において, 教員又は生徒同士がデジ

タ ルカ メ ラ又はタ ブレ ッ ト端末で実習風景や製作作品, 
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図 1 学習環境及び活動のデザイ ン

実習で使用 し た道具な どを撮影 し てい く 。 デジタ ルカ メ

ラであれば無線 LAN 内蔵 SDHC メ モリ ーカ ー ド を使い, 
タ ブ レ ッ ト 端末であ ればク ラ ウ ドサー ビス を用い て写真

画像を自動的に教員用 Pc に転送する。 転送し た写真画

像は指導日時やク ラ ス ごと にフ ォルダを作成 し , 管理す

る。 特に , タ ブ レ ッ ト 端末の場合には , ク ラ ウ ドサー ビ

スと 連携 し た写真撮影 ・ 転送ア プリ ケーシ ョ ンを使用す

るこ と で , 授業開始時にその都度, 転送先のフ ォルダを

新設でき るため, 授業後に撮影 し た写真画像を整理する

手間が生 じ ない。

授業終了時に生徒は, 課題ポー ト フ ォ リ オと し ての学

習記録 を手書き で記述 し てい く 。 その際, その日に教員

が撮影し た写真画像を教室全体に提示するこ と で, 学習

記録の記述内容と関連づけた情報の共有, 学びあいの促

進に活用する。 このよ う にし て, 生徒の手元には逐次的

に記述 さ れた学習記録が, PC 又はサーバ上には ク ラ ス , 
撮影日時な どが記さ れた授業 ごと のフ ォルダに写真画像

が蓄積さ れてい く 。

製作実習の取り 組み終了後は, 蓄積さ れた写真画像を

用い たデ ジ タ ルポー ト フ ォ リ オの作成 を行 わせる。 デ ジ

タ ルポー ト フ ォ リ オの作成では, 教員用 Pc に蓄積 し た

写真画像 を ク ラ ス ごと に PictFolio に読み込ませ る。 ま

た , 教員は PictFolio 上に デ ジ タ ルポー ト フ ォ リ オの書

式 をあ ら か じ めテ ン プレ ー ト 化 し てお く 。 こ れを Pc 教

室内のフ ァイ ル転送機能 を用いて生徒用 Pc に配布 し , 
「まと めと振り 返り」 の授業を行う 。 「まと めと振り 返り」

の授業ではまず, 生徒に読み込ませた写真画像の一覧か
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ら自分のデジタ ルポー ト フ ォ リ オ作成に必要な写真画像

を取捨選択 させる。 生徒は, 実習時に記述し た 「学習記

録」 の内容を振り 返り , 選択 し た写真画像を用いて, デ

ジ タ ルポー ト フ ォ リ オのテ ン プ レ ー ト 上に レ ポー ト を作

成 し てい く 。

2.3 デジ タルポー ト フ ォ リ オ作成支援 ツ ールの開発

2.3.1 PictFolio の主な機能

前述 し た学習活動 を実現す る ために, PictFolio には, 
次 の よ う な 機能 を実 装 し た。 開発 は , M icrosoft 社の

Excel に 搭 載 さ れ て い る VBA (Visual Basic for 
Applications) で行った。

2.3.2 PictFolio の構成

PictFolio は基本設定, 画像選択, レポー ト作成の 3 種
の画面で構成 し , 画面が相互に動作の連携 ・ 画面切り 替

え を行う こ と ができ る (図 2 ) 。 PictFolio の操作の流れ

を次の①~ ④に示す (図 3 )。

①画像の読み込み

基本設定画面において画像読み込み対象と な る フ ォル

ダを指定 し , サブ フ ォルダ名や画像フ ァイ ル名を読み込

む。 対象と な る フ ォルダ名及び画像フ ァイ ル名に対 し て

は , キーワ ー ド検索によ っ て条件に合致す る も のだけ を

抽出するこ と ができ る。

②画像一覧生成

①で指定 した フ ォルダから写真画像を読み込み, 一覧

表示 し , 画像選択画面を生成する。

③画像の選択 ・ 集約

生成さ れた画像選択画面において, 画像の選択 を行う 。 
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図 2 PictFolio の画面構成
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図3 PictFolio の操作の流れ
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選択 さ れた写真画像はレポート作成画面の左側に一覧表

示 さ れてい く 。

④ レ ポー ト 作成

選択 さ れた写真画像 を用い て レ ポー ト を作成す る。

⑤保存 ・ 印刷

製作途中のレポート を保存するこ と ができ る。 ま た, 
完成後の印刷や PDF 保存を行う こ とができ る。 

3 . 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成支援 ツ ールを用いた

試行的実践

3.1 PictFolio のユーザビ リ テイ評価

開発 し た PictFolio が実際に生徒に と っ て使いやすい

ものであ るか, そのユ ーザ ビリ テ イ を評価す る こ と を目

的に, 試行的な実践を行 っ た。

3.1.1 方法

(1 )対象生徒

国立 H 大学附属中学校 1 年生34名 (男子18名, 女子

16名) を対象に, PictFolio を用いた実践を行い , ユーザ

ビリ テイ を評価し た。 対象生徒は, 技術科材料加工学習

において先行題材である 「SPF 材を用いたスパイ スラ ッ

クの製作」 (計13時間) に取り 組んでいた。

(2)実践の概要

生徒は, 「sPF 材 を用い たスパイ ス ラ ッ ク の製作」 の

実習時に, 毎授業終了時に作業内容や感想 ・ 考察を 「学

習記録」 と し て継時的に記述し ていた。 その際, 担当教

員はク ラ ウ ド端末 と し て iPod touch, ク ラ ウ ド連携写真

撮影 ア プリ ケー シ ョ ンと し て JUNG DISK 社の Quick 
Shot, ク ラ ウ ド サ ー ビス と し て DropBox を使用 し , 実

習時の生徒の様子を撮影 し た。 撮影 し た写真画像は, ク

ラ ウ ドサー ビス上で授業 ごと の フ ォルダに蓄積 し た。

「ま と めと振り 返り」 の指導では, ク ラ ウ ドサー ビス

上の写真画像 を PC 室の フ ァ イ ルサーバに フ ォ ル ダご と

コ ピーし , PictFolio に読み込ませた状態で生徒に配布 し

た。 レポー ト作成の授業では, 導入の10分間で 「ま と め

と振り 返り」 の意義, PictFolio の使い方を説明 し た。 そ

し て, 残り の40分間を各自のレポート作成作業と し た。 

レポート の記述観点は, ①情意の喚起に対する効果, ②

学び合い, ③自己効力感の形成, ④自己評価の向上,
⑤今後の学習の方向づけと し た。 作成し たレポート は, 
PDF フ ァイ ルと し て出力 さ せ, PC 室のフ ァイ ルサーバ

で集約 した。

(3)調査項目

調査項日は, PictFolio のユー ザビリ テ イ を評価するた

めに次の 4 項目を設定 し た。

① 「 コ ンピ ュ ータ を使 っ て製作 レ ポー ト を作成 し た今日

の授業は楽 しかっ たですか」

② 「 コ ン ピ ュ ー タや情報に関す る学習に興味 ・ 関心 を持

っ こ と ができま し たか」

③ 「 レ ポー ト作成に使用 し たソ フ ト は使いやすかっ たで

すか」

④ 「製作 レ ポー ト を コ ン ピ ュ ータ で作成す る こ と につい

て どのよ う に思いますか」

①と②については 「と ても」, 「少し」, 「あまり」, 「まっ

た く 」 の 4 件法によ る回答 と し た。 ③については, 「写

真がテーマ ごと に分かれて一覧表示 さ れてい ると こ ろ」 , 
「一覧表示 さ れてい る写真の中身 を大き く 表示 し て確認

でき ると こ ろ」 , 「自分で必要な写真 を選択 し て, 集める

こ と ができ ると こ ろ」 , 「 レポー ト の中で写真 を好き な場

所, 大き さ で貼り つけ ら れるこ と」 , 「 レポー ト の中で文

字 を書 く 位置や枠 を自由に レイ アウ ト で き る と こ ろ」 , 
「 レ ポー ト の中で , 矢印, 記号 , イ ラ ス ト な ど, い ろい

ろな部品が使え ると こ ろ」 から複数選択可と し て回答 さ

せた。 ④につい ては, 「写真入り で カ ラ ーのレ ポー ト が

作れると こ ろが良い」 , 「 レ ポー ト をつ く る時, 何度で も

書き直 し たり , 修正でき ると こ ろが良い」 , 「手書きのよ

う に, 字のき れい, き たないがな く , 活字で作成でき る

と こ ろが良い」 , 「作成 し たレ ポー ト をデータ と し て残 し

ておけ る と こ ろが良い」 , 「 コ ンピュ ータ を操作するこ と

が楽しいので良い」, 「他の人が作ったレポート をコ ンピュー

タの画面上で見 ら れる と こ ろが良い」 から複数選択可と

して回答させた。

3.1 .2 実践の結果と考察

実践の結果 , PictFolio の 「使いやす さ」 に対 し ては

「 と ても使いやすい」 (38.2%) , 「まあまあ使いやすい」

(50.0%) , 「少し使いにく かった」 (11.8%) , 「と ても使

いにく かった」 (0.00%) と なり , 全体の88.2%の生徒が

肯定的に回答 し た。 具体的な機能に対する使いやす さの

集計結果を表 1 に示す。 その結果, 「 レ ポート の中で写

真 を好き な場所, 大き さ で貼り つけ ら れるこ と」 (67.6 
%) , 「自分で必要な写真を選択 し て, 集めるこ と ができ

表 1 PictFolio で使いやすいと感じ た具体的な機能

_
人数 割合

レポート の中で写真を好きな場所, 大き さ で貼り つけ られると こ ろ 23 67. 6% 
自分で必要な写真を選択して, 集めるこ と ができ ると こ ろ 21 61. 8% 
レポート の中で, 矢印, 記号, イ ラ スト など, いろいろな部品が使えると こ ろ 21 61. 8% 
一覧表示さ れている写真の中身を大き く 表示 し て確認でき る と こ ろ 17 50. 0% 
レポート の中で文宇を書く 位置や枠を自由に レイ アウ ト でき ると こ ろ 16 47. 1% 

_
写真がテーマごと に分かれて一 覧表示されていると こ ろ 14 41 . 2% 
N=34 
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表 2 凝縮ポー ト フ ォ リ オを コ ン ピュ ータ で作成するこ と に対する印象

_
人数 割合

写真入りでカラーのレポートが作れるところが良い 25 73.5% 
手書きのように, 宇のきれい, きたないがなく , 活字で作成できるところが良い 23 67. 6% 
レポートをつく る時, 何度でも書き直したり, 修正できるところが良い 21 61.8% 
コンピュータを操作することが楽しいので良い 19 55.9% 
作成したレポートをデータとして残しておけるところが良い 16 47. 1% 
他の人が作ったレポート をコンピュータの画面上で見れるところが良い 6 17.6% 
N=34 

る と こ ろ」 (61.8%) な どの評価が高かっ た。 ま た , 凝

縮ポー ト フ ォ リ オ作成の学習に対 し ては, 「写真入り で

カ ラ ーのレ ポー ト が作 れる と こ ろが良い」 (73.5%) , 
「手書き のよ う に, 字のき れい , き たないがな く , 活字

で作成でき る と こ ろが良い」 (67.6%) と 回答す る と 共

に, 97.0%の生徒が情報分野の学習に興味 ・ 関心を持つ

こ と がで きたと回答 し た (表 2 ) 。 PictFolio 使用に対す

る生徒の感想を以下に示す。

・ コ ンピ ュ ータ で振り 返り をす る こ と は少ないので , は

じ めは と ま どっ たけ ど楽 し かっ た。

・ レポート 製作がし っかり 出来たので良かっ たです。 パ

ソ コ ンで使いやす く レ ポー ト を書け たので良かっ た。

手書き よ り も き れいに書けた。

・ レポート を作ったこ と で実習のこ とが思い出せて良かっ

たです。

こ れら の結果か ら , 開発 し た PictFolio が凝縮 ポー ト

フ ォ リ オ作成支援ツールと し て適切な機能とユーザ ビリ

テ イ を有 し てい る こ と が確認 さ れた。

3.2 PictFolio を活用 し たデジ タルポー ト フ ォ リ オ指導

の試行的実践

ユ ーザ ビリ テ イ の確認 さ れた PictFolio を用 い て , 凝

縮ポート フ ォリ オ作成の学習指導を実施し , その学習効

果を検証するこ と を目的と し た。

3.2.1 方法

(1 )対象生徒

H 県 N 市立 K 中学校 2 年生218名 (男子108名, 女子

110名) を対象と し た。 対象生徒は, 技術科材料加工学

習において先行題材である 「 レ タ ーラ ッ ク」 と sPF 1 X 
4 材と 3の軟鋼棒を用いた自由設計課題 (主題材) 「生

活に役立つ製品を作ろう」 の製作実習 (計23時間) に取

り 組んだ。

(2)実践の概要

主題材 「生活に役立つ製品を作ろう」 の実習では, 課

題ポート フ ォリ オと し て, 毎授業終了後, 生徒に作業内

容や感想 ・ 考察を 「学習記録」 と し て継時的に記述させ

た。 また, 担当教員は実習におけ る生徒の様子を 1 台の

デジタルカ メ ラ で撮影 し , 蓄積 し てい つた。 同様に, 各

授業で使用 し た工具や材料の写真な ども レ ポー ト作成に
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使用で き るよ う 撮影 し てい つた。 なお , こ こ で デ ジタ ル

カ メ ラ を使用 し たのは, 実践校の技術室では w iFi 環境

が構成 さ れてい なかっ たためである。 作成 し た製作品と

学習記録の例を (図 4 ) に示す。 主題材におけ る製作品

の完成後に, 「 ま と めと 振り 返り」 の指導 と し て , 継時

的に蓄積 し た写真画像 を用いた凝縮ポー ト フ ォリ オ作成

の授業を実施し た。 レポー ト作成の授業では, 導入の10 
分間で 「まと めと振り 返り」 の意義, PictFolio の使い方

を説明 し た。 そ し て, 残り の40分間を各自のレポー ト作

成作業と し た (図 5 ) 。 レポー ト の記述観点は, ①完成

までの製作実習のなかで一番印象に残った作業やエ ピソー

ド, ②完成した製作品を振り返って 「満足しているこ と」, 
「満足していないこ と」, (E)今回の製作実習全体を振り返っ

て, 「学んだこ と」 , 「大切だと 思っ たこ と」 , 「教訓と な

るポイ ン ト」 , ④今回の製作実習の経験を活かし ての今

後の課題であ る (図 6 ) 。 完成 し たレ ポー ト は, プリ ン

タで印刷 し , 廊下に掲示 し相互閲覧を行わせた (図 7 )。 

(3)調査項目

調査項目には, コ ン ピ ュ ータ を用いた レ ポー ト作成へ

の印象 , 凝縮ポー ト フ ォリ オ作成時の思考内容を把握す

る項目と 「まと めと振り 返り」 の指導の効果を把握する

項目を設定 した。 凝縮ポー ト フ ォリ オ作成時の思考内容

を把握する項目では, レポー ト作成時の思考内容の重点

を把握するために, 以下に示す 8 項目を設定 した。

① レ ポー ト作成に必要な写真の取捨選択

②わかり やすい写真のレイ アウ ト の工夫

③製作過程におけ る成功体験の想起

④製作過程におけ る失敗体験の想起

⑤製作過程におけ る印象に残 っ た作業やエ ピ ソ ー ドの想

起

⑥完成し た製作品に対 して満足 している点, 満足 してい

ない点の考察

⑦製作実習全体を振り 返って 「学んだこ と」 の考察

⑧学んだこ と を今後の生活に生かし てい く ための課題に

関する考察

また, 「ま と めと振り 返り」 の指導の効果を把握する

項目では以下に示す 5 観点, 計14項目を設定した。

①情意



学習活動中に撮り ためた写真画像を活用する凝縮ポート フ ォリ オ作成支援ツールの開発
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図 4 生徒の製作品と学習記録の例

図 5 PictFolio を用いた凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成の様子
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図 6 作成 した凝縮ポー ト フ ォ リ オの例
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図 7 完成 レポー ト を相互閲覧する様子

表 3 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成時の思考内容

製作過程におけ る失敗体験の想起 3. 59 0. 56 
レ ポー ト 作成に必要な写真の取捨選択 3. 50 0. 61 
製作過程におけ る印象に残っ た作業やエ ピソ ー ドの想起 3. 49 0. 62 
完成 し た製作品に対 し て満足 し てい る点, 満足 し てい ない点の考察 3. 48 0. 61 
製作過程におけ る成功体験の想起 3. 39 0. 64 
製作実習全体 を振 り 返っ て 「学んだ こ と」 の考察 3. 37 0. 59 
学んだ こ と を今後の生活に生か し てい く ための課題に関す る考察 3. 22 0. 65 ーわか り やすい写真の レイ ア ウ ト の工夫 3. 13 0. 68 

N=218 
表 4 凝縮ポー ト フ ォ リ オ指導の効果

_
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・ 今回の製作実習は楽 しかったですか。

・ 製作実習 を終え てあなたの製作品に対す る満足度はど

の程度ですか。

・ 材料加工の学習に対 し て興味 ・ 関心が前よ り も高まり

ま し たか。

②学び合い

・ 今回の製作実習であなたが学んだこ と を他の人に適切

に伝え ら れそ う だと 思いますか。

・ 他の人が作成 し たレポー ト を見て自分の学習の参考に

するこ と ができま し たか。

③自己効力感の形成

・ 学習前に比べて材料加工の知識や技術が身についたと

思いますか。

・ 材料加工の学習 を通し て, ものづ く り に自信がつきま

し たか。

3.2.3 実践の結果と考察

実践の終了後, 調査結果を集計 し た。 その結果, 「 コ

ン ピ ュ ー タ を使 っ て レ ポー ト を書 く のは楽 し かっ たです
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か ? 」 と の質問に対 し ては, 「 と ても楽 しかった」 (45.4 
%) , 「まあまあ楽 しかった」 (46.8%) , 「あまり 楽 し く

なかった」 (6.0%) , 「まったく 楽し く なかった」 (1.8%) 
と なり , 全体の92.2% の生徒が肯定的に回答 した。

次に , 「凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成時の思考内容」 を把

握する 8 項目についての集計を行っ た ( 4 件法) 。 その

結果, 全ての項目において肯定と否定の境界である平均

値2.50を上回っ た (表 3 ) 。 特に 「製作過程におけ る失

敗体験の想起」 (3.59) , 「 レ ポート作成に必要な写真の

取捨選択」 (3.50) , 「製作過程におけ る印象に残っ た作

業やエ ピ ソ ー ドの想起」 (3.49) な どは高い平均値が得

ら れた。 同様に, 凝縮ポー ト フ ォ リ オの指導の効果を把

握する 5 つの観点について集計 し た ( 4 件法) 。 その結

果, いずれの観点について も平均値2.50を上回 っ た (表
4 ) 。 特に, 「自己評価の向上」 (3.27) , 「情意の喚起に

関する効果」 (3.16) , 「今後の学習の方向づけ」 (3.13) , 
「自己効力感の形成」 (3.05) においては平均値3.00を超

え る高い効果を得るこ と ができ た。 
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表 5 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成時の思考内容と 学習効果と の重回帰分析

_
重回帰分析 .f t) ANOVA 
自己評価の向上 0.56 F(8,20g)=12.24 p<.01 
学びあい 0.52 .F(8,20g)=9.71 p<.01 
自己効力の形成 0.42 F(8,20g)=5.47 p<.01 - の学習の方向づけ 0.61 F 820g =15 .50 p < .01 

<程結ポートフォリオ作成時の思考内容> <学習効果> 

0.10<β<0.25 1 β≧0.25 >
図 8 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成時の思考内容と学習効果と の関連性

凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成時の思考内容が学習効果の生

起に適切に寄与 しえ たかどう かを確認す るために , 重回

帰分析を行 っ た (表 5 ) 。 その結果, いずれの重回帰分

析におい ても有意な重相関係数が得 ら れた (R= 0.42~ 
0.61) 。 また, v IF はいずれも1.27~ 1.67の範囲であり , 
多重共線性は認めら れなかっ た。 そ こ で得 ら れた有意な

標準偏回帰係数 を用い てパス ダイ ア グラ ムを作成 し た

(図 8 ) 。 その結果 「 レポート作成に必要な写真の取捨選

択」 , 「製作過程におけ る印象に残 っ た作業やエ ピソ ー ド

の想起」 な どの凝縮ポート フ ォリ オ作成時の思考内容が, 
「情意の喚起に対する効果」 , 「自己評価の向上」 , 「学び

合い」 , 「今後の学習の方向づけ」 といった学習効果の生

起に広範な影響力 を有 し ていたこ と が示唆さ れた。 一方, 
「自己効力感の形成」 については, 「製作過程におけ る印

象に残 っ た作業やエ ピソ ー ドの想起」 から特異的な効果

が認めら れた。 しか し , 「 わかり やすい写真のレイ アウ

ト の工夫」 につい てはいずれも有意な影響力は認めら れ
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ず, 学習効果の生起には寄与 し ていない こ と が示唆 さ れ

た。

こ れらの結果から本実践においては, PictFolio を用い

た凝縮ポー ト フ ォリ オ作成によ る思考内容の深まり によ っ

て, 「ま と めと振り 返り」 の指導におけ る適切な学習効

果を得るこ と ができ ていたこ と が示唆 さ れた。 

4 . まとめと今後の課題

本研究では, 実習な どの実践的 ・ 体験的な学習活動を

通し て学習者が撮り ためた写真画像を活用 し た凝縮ポー

ト フ ォリ オを簡便な操作で作成でき る授業支援ツールの

開発 を試みた。 結果を以下に整理す る。

1 ) ①蓄積 した資料を簡便に整理でき るこ と , ②少ない

Av 機器で も写真画像を活用でき るこ と , ③簡単に操

作でき て, 情報学習に対する意欲の形成ができ るこ と ,
④写真画像を収集 ・ 選択 ・ 使用する機会が提供 さ れる

こ と , ⑤作成 し た凝縮ポー ト フ ォ リ オ を , デー タ と し
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て保存 ・ 管理し , 相互閲覧や共有化ができ るこ と の 5
点 を コ ンセ プ ト と し て , 凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成支援

ツ ール PictFolio を開発 し た。 PictFolio は, ①画像の

読み込み, ②画像一覧生成, ③画像の選択 ・ 集約, ④

レ ポー ト 作成の各機能で構成 さ れる。

2 ) 開発 し た PictFolio のユー ザ ビリ テ イ を評価す るた

めに, 技術科材料加工学習における導入題材 「スパイ

スラ ッ ク」 の実践に試用 し た。 その結果, 88.2%の生

徒が PictFolio の使いやす さ について肯定的な回答 を

し た。 具体的な機能と し ては, 「 レ ポー ト の中で写真

を好き な場所, 大き さ で貼り つけ ら れるこ と」 (67.6
%) , 「自分で必要な写真を選択 し て, 集めるこ と がで

き る と こ ろ」 (61.8%) な どの項目への評価が高かっ

た。 ま た , PictFolio を用い た凝縮ポー ト フ ォ リ オ作

成の活動 を通 し て, 97.0% の生徒が情報分野の学習に

も興味 ・ 関心 を持つこ と ができ たと 回答 し た。

3 ) ユ ー ザ ビリ テ イ の確認 さ れた PictFolio を用い て ,
材料加工学習におけ る凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成の指導

を実践し た。 先行題材 「 レ タ ーラ ッ ク」 , 主題材 「SPF
1 X 4 材を用いた自由設計課題」 と する実践の結果, 

92.2% の生徒が凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成の活動 を楽 し

い と 回答 し た。 ま た, 「必要な写真の取捨選択」 な ど

の凝縮ポー ト フ ォ リ オ作成時の思考が, 「情意の喚起

に対する効果」 , 「自己評価の向上」 , 「学び合い」 , 「今

後の学習の方向づけ」 といった学習効果の生起に広範

な影響力 を有 し てい たこ と が示唆 さ れた。 ま た, 「自

己効力感の形成」 につい ては , 「製作過程におけ る印

象に残 っ た作業やエ ピ ソ ー ドの想起」 から の効果が認

めら れる な ど, PictFolio を活用 し た本実践が凝縮ポー

ト フ ォ リ オの学習指導を適切に支援 し ていたこ と が示

唆 さ れた。

今後は, 開発 し た PictFolio を技術科材料加工学習以

外の学習活動に試用 し , その効果を継続的に確認し てい

く 必要があ る。 その上で , ツ ールのユ ーザ ビリ テ イ をよ

り 高めら れるよ う , 改善 を図 っ てい く 必要があ ろ う 。 
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